
利用申し込みに係る誓約書

年　　　月　　　日
藤里町長　佐々木　文　明　様
申込者　氏名　　　　　　　　　　㊞

[bookmark: _GoBack]　私は、藤里町定住促進空き家活用住宅整備事業の利用を申し込むに当たり、次の事項について誓約します。

1　私及び同居者は、藤里町定住促進空き家活用住宅の管理運営に関する条例及び同施行規則の趣旨等を理解した上で、申込みを行います。
2　私及び同居者は、地区の活動に積極的に参加するとともに、藤里町の生活文化、自然環境への理解を深め、住居者としての自覚を持ち、よりよい地域住民となるよう努めます。
3　私及び同居者は、暴力団でありません。
4　私及び同居者が暴力団であるときは、利用の決定権がなされなくても意義はありません。
5　利用後に私及び同居者が暴力団であることが判明した場合には、利用決定を取り消され、又は、明渡し請求をされても意義はありません。
6　町が、私及び同居者の情報について、警察に照会することに同意します。

暴力団員とは、暴力団員による不当な行為防止等に関する法律（平成3年法律第77号）
第2条第6号に規定する暴力団員（暴力団員でなくなった日から5年を経過していな　　い者を含む。）をいう。
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  利用申し込みに係る誓約書     年     月     日   藤里町長   佐々木   文   明   様   申込者   氏名               ?       私は、藤里町定住促進空き家活用住宅整備事業の利用を申し込むに当たり、次の事項につ いて誓約します。     1   私及び同居者は、藤里町定住促進空き家活用住宅の管理運営に関する条例及び同施行規 則の趣旨等を理解した上で、申込みを行います。   2   私及び同居者は、地区の活動に積極的に参加するとともに、藤里町の生活文化、自然環 境への理解を深め、住居者としての自覚を持ち、よりよい地域住民となるよう努めます。   3   私及び同居者は、暴力団でありません。   4   私及び同居者が暴力団であるときは、利用の決定権がなされなくても意義はありません。   5   利用後に私及び同居者が暴力団であることが判明した場合には、利用決定を取り消され、 又は、明渡し請求をされても意義はありません。   6   町が、私及び同居者の情報について、警察に照会することに同意します。     暴力団員とは、暴力団員による不当な行為防止等に関する法律（平成 3 年法律第 77 号）   第 2 条第 6 号に規定する暴力団員（暴力団員でなくなった日から 5 年を経過していな    い者を含む。）を いう。  

